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【今月の表紙】

Governor's Monthly Letter

国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 ガバナー 脇　和也

　＜作者 三沢厚彦（2025年）＞宇部市の市民交流棟の完成に合わせて設置されたミミズクの彫刻です。三沢厚彦は、実際の動物や架空の生物を題
材にした木彫のシリーズ作品「ANIMALS」で知られる作家で、なかでも鳥をモデルにした作品には「Bird」というタイトルがついています。エントラン
スホールにある「Bird 2025-01 B」と、交流ホールにある「Bird 2025-02 B」は、2体一緒に制作されました。それぞれ目の色や羽の色、台座の形状
が異なっていますが、サイズは実際のミミズクと同サイズで作られています。交流棟に集まる人々の様子を見守るように、じっと視線をこちらに向け
る姿が印象的です。双子のような2体の関係を、想像しながら鑑賞するのも面白いかもしれません。

　申請しないと皆さん損！ですよ
ガバナー公式訪問のクラブ協議会で多い質問のひとつがロータ
リー財団による地区補助金やグローバル補助金です。質問とい
うよりは苦情といった方がいいかもしれません。典型的なのが

「手続きが煩雑」「申請時期が悪い」「申請しても落とされる」
といった声です。
　私はそれに対していつも答える最初の言葉が「どうも済みま
せん」です。ガバナーがなぜ謝らねばならないのか。それは後
で触れることにしますが、「済みません」の次には「申請をお
願いします」と続けます。なぜなら私たちが寄付したお金が手
元に戻ってきてそれを社会奉仕活動に使うことができる今の仕
組みを使わないのはあまりにもったいないと思うからです。面
倒臭くても時期が悪くても落ちるかもしれないけれども、申請
しないと皆さん、損！ですよ。
　私が地区補助金等で謝罪するのは皆さんが指摘されるマイナ
ス面が当たっているからにほかなりません。とりわけ申請して
も落とされるという指摘がそうです。
　現在の地区補助金やグローバル補助金の仕組みが「夢計画」
の名で始まったのが２０１３〜１４年度でした。その時、私は
グループ２のガバナー補佐でした。さあ、これまでにない奉仕
の仕組みが始まります！補佐の皆さんはクラブに浸透させてく
ださいー。号令一下、クラブ訪問に出かけました。
　それまでロータリー財団への寄付は行いっぱなし。世界のど
こかで使われても身の回りとのこととは無縁でした。それに対
して一度行った寄付が戻ってくるのです。それを当時「夢」と
表現したのでした。ですからクラブには申請を推奨しました。
ところが、結果として申請はしたものの審査はあくまで厳格で
通過には高いハードルがありました。理由は当時の説明では
ロータリーといえどもしょせんは米国の一自治体の認証団体で
ある、万が一にもこの地区から不正を疑われる申請を通せば世
界に迷惑をかけることになるー、というものでした。
　ですからせっかく申請しても通してもらえない、夢のはず

が「夢のまた夢」となって多くのクラブが申請を諦めるという
より、クラブを地区補助金やグルーバル補助金から遠ざけてし
まったというのが今に至る私の思いであり、クラブ訪問時の謝
罪の弁につながっています。
　でも今は違うのです。私も申請を吟味する地区の財団委員会
の席に２度ほど加わりましたが、私の補佐時代とは雲泥の差で
す。かつて５人ほどだった委員は１０人になり、それぞれに申
請のあった案件について担当し、それを何とか通そうと時間を
かけ根気よく申請クラブと交渉し、その結果を委員会で報告し
ます。担当者はクラブの申請をさも自分事のようにいつくみを
もって扱います。問題点に指摘があればさらに改善を重ねて申
請を通過させることを前提に議論を重ねています。皆さん本当
に真剣です。
　一方で手続きの煩雑さや申請手続きのタイミングの悪さは残
ります。ただこれだけは譲れないのです。なぜなら自分たちが
出した寄付が元手とはいえロータリアンの浄財ですからやはり
決められたルールや提出書類は欠かせません。皆さんが事業で
公的補助金を得ようとすれば膨大な書類と向き合わねばならな
いのと同じです。また申請時期はロータリー財団の会計年度と
の関係で地区が自由にできるものではありません。確かにクラ
ブ会長の年度内事業は難しく欠点だと言えばそうですが、ロー
タリーはかつての単年度制から複数年度制へと移行しました。
会長、会長エレクト、会長ノミニーが連絡を密にして事業プラ
ンを構築して引き継いでいくことで時期の悪さも解消できると
思います。
　最後に２０１６〜１７年度から２４〜２５年度の間の地区補
助金及びグローバル補助金の申請クラブの数を紹介します。現
在の７１クラブ中、一度も申請のないクラブが１５。１回だけ
が１８。２回が１０。それだけで４３クラブ。一方、毎回申請
しているクラブは２。８回以上も１０あります。因みに２５～
２６年度の申請は１６件。次年度はその倍の申請をお願いした
いと考えています。

ガバナーメッセージ
地区補助金への理解を
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ロータリー財団の補助金は７つの重点分野プラス「ポリオ

の根絶」「災害救援」の目的達成を支援するために使われる

ものですが、これらのテーマは世界の課題に持続的なインパ

クトを与えるための国際的な行動指針として機能していると

のことです。

改めて７つの重点分野とは、

１. 平和の推進　２. 疾病との闘い　３. 水と衛生　４. 母子

の健康　５. 教育の支援 ( 基本的教育と識字率向上 )　６. 地

域経済の発展　７. 環境の保護

ですが、「環境の保護」については気候変動や資源の枯渇

などの地球規模の課題への対応を目的として、２０２１年よ

り新たに追加されました。

１９９７年の京都議定書 ( ２０２０年以降の気候変動につ

いての国際的な先進国の枠組み ) から２０１５年の国連気候

変動枠組条約締約国会議の合意 ( パリ協定 ) が成されて、日

本でも２０２０年当時の菅義偉総理大臣が「２０５０年まで

にカーボンニュートラル ( 温室効果ガス排出と吸収の均衡 )

の実現を目指す、そして２０３０年には対２０１３年で温室

効果ガスのマイナス４６% 削減」と宣言しました。実際に昨

今の異常気象の増加、自然災害増加、海水温上昇など「変化

が起きている」と感じる人は多いはずです。ですからロータ

リーでもこの動きは時代の要請と言えるでしょう。

ロータリクラブでの具体的な活動として想定されているも

のを列挙しますと、

・陸地、沿岸、海洋、淡水資源の保護と回復

・天然資源の管理と保全を支援する地域社会の能力向上

・持続可能な農業、漁業、水産資源の実践の支援

・温室効果ガスの排出削減による気候変動の原因への取り　

   組み

・気候変動の影響を受ける生態系と地域社会の強化

・環境を守る行動を促すための教育イニシアチブの支援

・より資源効率の高い経済を築くための持続可能な消費の

　提唱

・環境問題と公衆衛生上の懸念への取り組み

具体的と申しましたが、それぞれのテーマはたいへん大き

く、地区補助金ですべてが賄えるものでは無いだろうと思わ

れます。ここではロータリーと地域社会のパートナーが協力

して実施する活動への補助金が想定されています。各クラブ

にてご検討いただければと存じます。

このように補助金を使って奉仕活動をしようとすれば天か

らお金が降ってくるわけではありませんので、当然、皆様か

らの寄付によって補助金を組成することが求められます。

当地区では来年度より「環境の保護」の案件募集を開始し

ますが、内容が広範囲にわたるため、どれだけのクラブがど

のような申請をされるか「やってみなければ分からない段階」

からのスタートになります。そのため、まずは地域連携や教

育・啓発、持続性といった一定の条件を設定したところから

の受付になりますことをご了解願います。各グループには地

区財団委員がいますので、具体的な企画の段階からぜひお気

軽にご相談ください。

さて２０２４年１２月マーク　マローニー財団委員長 ( 当

時 ) に続き直近の８月２４日ジェニファー　ジョーンズ財団

委員長が広島を訪問されました。近年の広島への欧米系来訪

者の増加も併せ広島はロータリーの重点分野である「平和の

推進」の聖地となりうると言うことです。受け入れを担当す

る人たちは大変ですが、強力な発信になるものと思います。

地区財団委員会の活動は既に多くの会員のご理解を得て、

進んできたわけですが、引き続きのご支援をお願いします。

ロータリー財団月間に寄せて

国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 ロータリー財団委員会 カウンセラー

晝田 眞三（福山RC）
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９月７日（月）、８日（火）の二日間、神戸ポートピアホ
テルで開催された２０２６－２７年度 GELS ＃１に参加しま
した。朝９時から夕方５時まで続く研修はとても濃く、充実
した学びの時間でした。３４名のガバナーエレクトとパート
ナーの皆さん、そして私たちのために、足利東 RC の中谷研
一 RI 理事、大阪西南 RC の四宮孝郎 RI 理事をはじめ、５０
名以上の地域リーダーの皆様が支えてくださいました。第
２７１０地区からは井内康輝パストガバナー、土肥慎二郎パ
ストガバナーが地域リーダーとしてご参加くださり、心強い
気持ちで研修に臨むことができました。

研修のはじまりに、GELS チームリーダーの野田英一氏が 
「楽しくなければロータリーではない」 「教えられるのではな
く、学び取る時間であれ」 と語られました。この言葉どおり、
二日間のセッションでは多くの気づきがあり、自分の思いを
言葉にすることで理解が深まっていくのを感じました。

研修内容は、 ・国際ロータリーとロータリー財団の現状 ・
バンコクでのアジア会員増強サミット報告 ・公共イメージ向
上 ・地区のモチベーションとクラブ活性化 ・会員増強と退
会防止 ・行動計画の推進 など、多方面にわたりました。

その中でも特に心に残ったのは、 「ロータリー財団をもっ
と身近に感じてもらうにはどうすればよいか」 「会員増強と

退会防止のために、私たちができることは何か」 という問い
です。

四宮 RI 理事は、ガバナーエレクトに向けて 「自分の一年
で何を変え、何を残すのか」 「地区はクラブのために、RI は
クラブと地区のために」 と優しく、しかし力強く示してくだ
さいました。

また、学びの中で出会ったステファニー・A・アーチック
２０２４－２５年度 RI 会長の 「未来に残すレガシーとは、
過去のやり方を守ることではなく、変化し続ける力そのもの」 
という言葉は、私の胸に深く響きました。

二日間の研修を終えたとき、四宮 RI 理事から「疲れまし
たか」と声をかけられ、３４名全員がうなずきました。する
と、「甘い！」という明るい叱咤が飛びました。オーランド
ではこれが五日間続くのです。体力も気力も、もっと鍛えな
くてはと感じました。

これから１月のオーランドに向けて、しっかり体力をつけ、
気持ちも整えていきたいと思います。第２７１０地区のクラ
ブ会員の皆様、私はガバナー就任に向けて精一杯努め、楽し
みながら歩んでまいります。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

国際ロータリー第2710地区　2026-27年度

ガバナーエレクト  小根森 直子（三次中央RC）

第１回 ガバナーエレクトラーニングセミナー報告
２０２６－２７年度ガバナーエレクト・ラーニングセミナー（GELS＃1）に参加して

全体研修 自己紹介をする私

RI地域リーダーの皆さん

グループセッション
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第２回 諮問委員会活動報告

　本年度第二回諮問委員会が 9 月１７日（木）１５時３０
分からホテルグランビア広島で開催されました。１８名のパ
ストガバナー、脇ガバナー、小根森ガバナーエレクト、齊藤
ガバナーノミニー、元・現・次年度３名の会計長、元・現２
名の代表幹事に出席をいただき総勢２６名となりました。

　最初に２０２５- ２６年度　土肥パストガバナーより報告
がありました。
　１．２０２５- ２６年度決算報告について
　２．会員の動向について
　　２０２５年７月期首会員数　３, ０４８名

（内女性会員２２１名）
　　２０２６年６月末現在　　　３, ０３７名

（内女性会員２２４名）　１１名減
　　２０２６年６月度会員増減・出席率　各クラブ別
　３．ロータリー財団について
　　クラブ別年次基金一人当たり降順（２０２６年６月末）
　４．米山記念奨学会について
　　寄付状況報告（２０２６年 6 月末　全国・地区・クラブ別）
　５．各種表彰について
　 　クラブの表彰・個人の表彰
　
　続いて２０２６- ２７年度　脇ガバナーより報告がありま
した。
　１．地区大会について
　　１０月２３日（金）記念ゴルフ大会
　　　宇部７２カントリークラブ阿知須コース　
　　１０月２４日（土）
　　　大会諸委員会、RI 会長代理歓迎晩餐会（国際ホテル宇部）
　　　会長・幹事会、基調講演　（宇部市文化会館）
　　１０月２５日（日）
　　　本会議、記念講演　（宇部市渡辺翁記念会館）
　　　大懇親会　（宇部ゲートタワー）
　　　地区大会プログラム
　　　地区大会登録者数
　　　大会決議委員会資料　
　２．地区活動並びに概況報告
　　１）	公式訪問　　訪問終了４１クラブ　残り３１クラブ

　　２）会員動向
　　　７月期首会員数　３, ０３５名（女性会員２４４名）
　　　７月現在会員数　３, １１１名（女性会員２５４名）

純増７６名
　　3）地区奉仕プロジェクト委員会
　　　　２０２６- ２７年度 RYLA について
　　　　第１９回全国 RYLA 研究会について
   　　　 第５０回ローターアクト年次大会について
　　　　第４８回インターアクト地区大会について
　　　　青少年交換について
　　４）ロータリー財団委員会
　　　　寄付状況、新規奨学生、地区補助金について
　　５）米山記念奨学会
　　　　寄付状況、２０２６年度
　　　　米山奨学生、研修旅行について
　　６）IM 開催日
　３．クラブオープン例会について
　　　開催計画、クラブへの補助について

　井内パストガバナーよりジェニファージョーンズ夫妻ご一
行来広報告がありました。　　
　
　最後に２０２７- ２８年度　小根森ガバナーエレクトより
報告がありました。
　１．２０２７- ２８年度　地区役員・担当者名簿について
　２．２０２７- ２８年度　ガバナー補佐について
　３．２０２７- ２８年度 国際ロータリー第２７１０地区　 
　　  地区大会について

　パストガバナー杉川委員長より戦略計画委員会中間報告
（継続）がありました。
　１．小規模クラブへの支援策および組織体制の整備につい　　　
　　　て
　２．グループ再編および会員数格差の是正について
　３．ガバナー補佐選考について

１２月の第三回諮問委員会時に取りまとめ案を発表する。

国際ロータリー第2710地区 2026-27年度  地区代表幹事

作村 良一（宇部RC）



6 Governor's Monthly Letter

８月３０日、２０２５- ２６年度派遣学生の帰国報告なら
びに、２０２６- ２７年度受入学生のオリエンテーション・
歓迎懇親会を開催いたしました。脇和也ガバナーをはじめ、
ロータリアン、ホストファミリー、学校関係者の皆様にご参
加いただき、学生たちの新たな一歩を皆様とともに見守る温
かな一日となりました。

国際ロータリー第2710地区 2026-27年度  青少年交換委員会

委員長  黒石 雅子（宇部西 RC）

帰国報告・受入学生オリエンテーション
／歓迎懇親会８月３０日

8月30日　帰国報告・オリエンテーション

約１年間の米国での交換留学を終えた石井友菜さんから、写真を交えながら帰国報告が行われました。3 つのホストファミ
リーとの生活、学校での学びに加え、陸上部では棒高跳びに挑戦し、クワイアやインターアクトにも積極的に参加しました。

また、日本文学が好きな石井さんは、現地の図書館で「かぐや姫」の読み聞かせを行うなど、自ら日本文化を伝える活動に
も取り組みました。さまざまな国から集まった学生との交流を通して、実際に出会い、話し、友人になることで、互いの国へ
の先入観が薄れていった経験から、「人と人とがつながることが平和につながる」と感じたことを語ってくれました。多くの方々
への感謝とともに、「今度は自分が誰かの経験を支える側になりたい」と話す姿に、この一年間での大きな成長を感じました。

２０２５- ２６年度派遣学生 石井友菜さん　帰国報告

脇和也ガバナーより修了証を受け取る石井友菜さん留学での経験を写真とともに報告する石井友菜さん
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受入学生オリエンテーション

今年度、当地区ではカナダから２名の受入学生を迎えました。二人とも日本語を交えながら自己紹介と今後の抱負を発表
してくれました。

Alexander Ivan Johnson MARTINKOさん
（アレクサンダー・イヴァン・ジョンソン・マーティンコ／愛称：アレックス：カナダ）

（山口RC）

私の名前はアレックスです。カナダの小
さな町の出身です。日本での学校生活では、
他の生徒と同じように授業を受け、すでに
多くのことを学んでいます。

カナダで学んだ知識を土台に、さらに学
びを深めていきたいと思います。将来は経
済や金融について学び、国際的な視野を広
げたいです。よろしくお願いします。

Piper Anne Jollimore ANDERSONさん
（パイパー・アン・ジョリモア・アンダーソン／愛称：アッシュ：カナダ）

（呉東RC）

私の名前はアッシュです。１６歳です。
日本語や日本の文化に興味があり、日本を
選びました。学校生活はとても楽しく、ク
ラスメートは親切で、いろいろな面で助け
てくれます。

カナダではバレーボールが大好きで、日
本でもバレーボール部に入りました。この
１１カ月で多くのことを学び、より自立し、
成長したいと思います。よろしくお願いし
ます。

派遣中の学生

現在、アメリカ、カナダで頑張っている派遣学生もそれぞれが新しい環境の中で元気に挑戦しています。

小尻千菜さん（呉東RC）派遣先（カナダ）での様子繁田昴樹さん（山口RC）派遣先（アメリカ）での様子

青少年交換を通して

帰国した学生、新たに日本で生活を始めた学生、そして海外で挑戦を続けている学生。それぞれの姿を通して、青少年交換
は言語や文化を学びながら友人を作り、人と人とのつながりを育むプログラムであることを改めて感じました。交換留学生の
皆さんが楽しく日々を過ごし、それぞれの場所で一生懸命頑張っている姿を、こうして身近で見守りながら関わることができ
ることを、心から嬉しく感じています。学生たちがこの貴重な経験を将来へつなげていけるよう、青少年交換委員会としてこ
れからも支えてまいります。日頃より学生たちを温かく迎え、支えてくださるロータリークラブ、ホストファミリー、学校関
係者の皆様に、心より感謝申し上げます。
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この度は、留学という貴重な経験をさせてくださり、本当
にありがとうございました。

たくさんの方のサポートのおかげで、楽しく充実した一年
を送ることができました。本当に感謝でいっぱいです。

私はアメリカ・ミシガン州・ホートンに留学させていただ
きました。ホートンロータリークラブにお世話になりまし
た。ホートンは五大湖の近くに位置しており、自然あふれ
る素敵な場所で、絵本の世界のようで、どこへ行くにも胸が
ときめく素敵な場所でした。また、ホートンの近くを流れる
Keweenaw Waterway は、五大湖の一つであるスペリオル湖
につながっています。

出発前は自身の英語力に自信がなく、コミュニケーション
が取れるかなと、とても不安に感じていましたが、温かく送
り出してくださったロータリークラブの方々、また、自身の
学校のクラスメイトがサプライズパーティを開いてくれたこ
とで、たくさんの人たちが支えてくれていることが励みにな
り、留学に対して前向きな気持ちで出発することができまし
た。

午後 2 時にホートンに到着し、1 時間後、ホストシスター
たちと Keweenaw Waterway に飛び込みました。日本の気
候とは違い、ミシガン州の 8 月は私には少し肌寒く、ホス
トシスターたちと仲良くなりたい一心で一緒に泳いでいたの
を覚えています。家に帰って葛根湯をたくさん飲み、体調を
整えていました。

私は本当にホストファミリー、友達、ロータリークラブの
方々に恵まれ、留学中、ホームシックになることはありませ
んでした。

第一ホストファミリーとは留学前に一度日本でお会いして
おり、家に溶け込みやすかったです。ホストマザーはとても
料理上手で、よく夕食を作ったり、休日にパンを焼いたりし
ていました。ホストチェンジ後も交流があり、ホストシスター
と仲が良かったこともあり、お泊まりに行ったりしていまし
た。

第二ホストファミリーも、私のことを本当の家族のように
迎えてくださり、ホストマザー、ファザーのご両親ともよく
お会いさせていただき、たくさんの方々によくしていただき
ました。スキーが大好きな家族で、私は人生初のスキーをし
ました。

第三ホストファミリーでは、夕食後に一緒に映画を観たり、
ゲームをしたりするなど、楽しい時間を過ごしました。この
ような素晴らしいホストファミリーと出会えたこと、家族の
一員となれたことに、とても感謝しています。

学校にはたくさんの友達ができ、卒業パーティーのプロム
では、プロムプリンセス（生徒人気投票２位）となることが
できました。たくさんの素敵な友達に囲まれ、学校生活を送
ることができたこと、そして私の生活を支えてくれた友達が
大好きです。今年の１２月に友達が日本に旅行に来る予定で、
タイミングを合わせて会いに行こうと考えています。

また、ロータリークラブではインターアクト部に所属し、
国際パレードに参加しました。留学生が集まって自国の文化
を紹介する際には、茶道体験をしてもらうなど、日本文化を
体験してもらいました。私はロータリーカウンセラーの方が
大好きで、私の拙い英語を優しく聞いてくださる、とても包
容力と優しさに満ちたご夫婦でした。抹茶クッキーを一緒に
作るなど、ロータリークラブ以外の交流も多くありました。

ホートンで一番思い出に残っている場所は、地元の図書館
です。ここは第一ホストマザーが働いている場所でもあり、
私もこの図書館のボランティアによく参加しました。留学が
終わりに近づく頃、何か自分で企画し、私の大好きな日本文
学を伝えたいと思い、かぐや姫の本を翻訳し、絵本を自作し
ました。そして、図書館の人と協力しながら、かぐや姫の読
み聞かせを図書館でさせていただきました。

参加者がいるかどうか、とてもドキドキしていましたが、
私が発表すると聞きつけて、ロータリークラブの方々が来て
くださり、私のホストファミリー、友達、また、チラシを見
た子どもたちも参加して、読み聞かせを聞きに来てください

帰国学生  石井 友菜

Governor's Monthly Letter

青 少 年 交 換 留 学 を 終 え て
アメリカ留学に挑戦して　たくさんの人との出会いに恵まれ、成長できた
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ました。
私はこの留学で、たくさんの人に恵まれ、自身を成長させ

ることができました。仲間を大切にすること、挑戦するこ
と、環境に適応すること、ありがとうの気持ちを伝えること
など、たくさんのことを学びました。留学に挑戦しようとし
た時、「難しいからやめておけば」と言われることもありま
した。やってみたいという気持ちだけで突き進んできた未熟
な私を、たくさん支えてくださり、ありがとうございました。

私は、将来日本語教諭になり、日本を知りたいと挑戦する
外国人の方を支えていけるような教員になりたいと思ってい
ます。留学で得た経験を活かし、将来の夢を追いかけていき
たいです。

ホストファミリーとマウンテンバイク

卒業式

西海岸旅行と友達

お別れパーティー
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国際ロータリー第2710地区 2026-27年度 広島西南ロータリークラブ

会長 児玉 栄威

広島西南RC ４０年記念式典報告

広島西南ロータリークラブは、２０２６年９月９日に創立
４０周年を迎え、記念例会・式典を開催しました。ご臨席く
ださった皆様、そして長年にわたり当クラブを支えてくだ
さった多くの方々に、心より御礼申し上げます。

４０年という節目を迎え、私たちはクラブの歩みを振り返
りました。歴代会長をはじめ諸先輩方が築いてこられた信頼
と友情が、今日の広島西南 RC の土台です。その積み重ねに
感謝するとともに、次の世代へ何をつないでいくかを考える
機会となりました。

今年度の会長テーマは「４０年の感謝を奉仕の力に、未来
へ挑む」です。記念事業の一つとして、広島廿日市 RC、姉
妹クラブの台北新東 RC とともに、宮島の登山道案内板を寄
贈しました。国内外から訪れる方々が安心して島内を巡れる
よう願いを込めた事業です。台北新東 RC の皆様には、記念
行事に合わせて広島までお越しいただき、クラブを越え、国
境を越えた友情を深めることができました。

また、８月３１日にはフォレスタを迎えたチャリティーコ
ンサートを開催し、能登半島の復興支援に取り組みました。
在広ロータリークラブの皆様をはじめ、多くの一般のお客様
にもご来場、ご協力をいただき、音楽を通じて支援の輪を広
げることができました。寄せられた思いを形にするため、９
月１日に実行委員会の３名が七尾みなと RC を訪問し、国際
ロータリー第２６１０地区の翠田ガバナーに支援金２００万
円を直接お届けしました。現地とのつながりを大切にしなが
ら、今後も息の長い支援を考えてまいります。

記念式典・祝賀会では、こうした活動を支える会員の力と、
在広クラブや姉妹・友好クラブの皆様とのご縁を改めて実感
しました。創立４０周年を、これまでの歩みを振り返り、感
謝すると同時に、新たな一歩を踏み出す節目と捉え、これか
らも奉仕を通じて出会いを育み、地域の課題に目を向け、次
の１０年、２０年へと続くクラブを作って参ります。今後と
も広島西南 RC へのご指導とご厚誼を賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。

台北新東と訪問

宮島案内板除幕式

フォレスタチャリティーコンサート
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我がクラブの会長さん

２０２６- ２７年度江田島ロータリークラブ会長の西元栄治
氏は、日本全国の港湾や海岸の整備に携わる港湾土木工事業を
営み、社会基盤の発展に貢献されています。時代や環境の変化
を的確に捉え、優れた実行力と行動力で課題に取り組む姿勢は、
多くの人から厚い信頼を集めています。

また、人を思いやる温かな心と誠実な人柄も大きな魅力です。
仕事の都合により一度退会されましたが、その後再入会され、

４年目で会長に就任されました。責任感が強く、何事にも努力
を惜しまない姿勢でクラブ運営に取り組まれています。

本年度は、会員同士の結束をさらに深めながら、地域社会の
ニーズに応える奉仕活動の充実を目指すとともに、会員増強に
も力を注がれます。

親睦の機会を増やし、新会員が参加しやすい環境づくりを進
めることで、活力あるクラブづくりを推進していく方針です。

本業で多忙な中にあっても、江田島ロータリークラブの発展
のために尽力される頼もしい会長です。

西元 栄治会長

実行力と行動力でクラブを牽引

今年度、創立３０周年の記念すべき節目を牽引する吉元
会長は、「メンバーの温かい居場所」づくりに深い情熱を
注ぐ、人間味あふれるリーダーです。例会の出席を単なる
義務にせず、動画視聴によるメークアップや、ご自身で作
成された Google カレンダーの QR 共有など、時代の変化
に合わせた「赤坂らしさ」を自ら率先して実行されています。

また、市立福山高校の甲子園応援をはじめとする、地域
社会とクラブの絆を深く結ぶ行動力も抜群です。常に細や
かな気配りを忘れず、私たちが高い「誇り」を持って活動
できる土壌を温かく耕すその背中は、幹事である私をはじ
め、メンバー全員の本当に大きな心の支えとなっています。
「赤坂らしさを追求し、唯一無二のクラブへ」と、これ

からも私たちを優しく、かつ力強く先導してくださる頼も
しい存在です。

福山赤坂RC

𠮷元 友浩会長

信頼と実行のリーダー

我が広島城南ロータリークラブの佐々木優子会長は、平
成２２年４月に入会され、長年にわたりロータリー活動に
携わってこられました。誰に対しても温かく、相手の立場
に心を寄せて考える優しさと、何事にも誠実に向き合う姿
勢を持ち合わせた、魅力ある人柄です。

佐々木会長が経営される佐々木金属工業株式会社では、
「誠実・忍耐・努力」を企業理念に掲げています。中でも「お
客様と真正面から向き合う」という誠実な姿勢は、仕事の
みならず、人とのつながりを大切にされる佐々木会長のお
人柄そのものにも通じるものを感じます。

本年度は、「ロータリアンとしての誇りと自覚を持ち、
意義ある活動を実施しよう」を掲げ、四つのテスト、超我
の奉仕、魅力ある例会、奉仕活動の充実を基本にクラブを
導かれます。佐々木会長の誠実さと温かさが会員の心をつ
なぎ、温かく実りある一年になることを確信しております。

広島城南RC

佐々木 優子会長

誠実で優しい人柄

我が福山西ロータリークラブの黒木成光会長は、不動産

業を営まれています。

黙っていると少し近寄りがたい印象ですが、話してみる

と物腰はとても柔らかく、冗談で場を和ませる親しみやす

い方です。実はあがり症で、人前で話す際にはいつも緊張

されているという意外な一面も。会長テーマは「ロータリー

で自分を見つめ直し、そして学ぼう」。

クラブの課題に真正面から向き合い、より良いクラブを

目指して本気で取り組まれています。穏やかな人柄の内に、

ロータリーへの熱い思いを秘め、私たち会員を力強く導い

てくださっています。

福山西RC

黒木 成光会長

熱き思いを胸に秘めて

江田島RC 幹事　堀尾 光政

広島城南RC 幹事　竹村 有右

福山赤坂RC 幹事　東森 由倫

福山西RC 幹事　奥野 充喜

江田島RC
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我がクラブの会長さん

我がクラブでは例会開催前に川村会長によるヨガレッス
ンが必ず行われます。会員だけでなく、他クラブの会員や
地域の方の健康を支援する活動 ( 講演含む ) が年に数回開
催されています。

また「膝うら伸ばしの健康維持」の本も出版されて、ユ
ニークな方としてはとても有名です。

まさにロータリークラブとして職業奉仕では大変活躍さ
れ、当クラブ自慢の方です。

いつも医師としての使命も楽しくこなされ、誰からも信
頼されています。

少人数の当クラブではありますが、このような方と知り
合えて、同じクラブの会員として非常に誇りに思っている
毎日です。感謝の気持ちでいっぱいです。

宇部東RC

川村　明会長

日本各地で活躍の会長さん

我がクラブの会長は長く行政畑を歩んできた人で、地域政策
に優れた知見をお持ちの方です。当クラブの社会奉仕活動にも
行政畑を歩んできた人の観点から、いつも貴重なアドバイスを
頂いています。性格は極めて真面目で、責任感が強く、日々の
ルーティンを確実にこなす印象があります。何時、どんな場面
でお会いしても片手を上げ、笑顔での挨拶のスタイルも変わり
ません。

一方で、スポーツをこよなく愛するスポーツマンで、広島市
で行われたアジア大会では組織委員会事務方の総合調整を務め
るなど中心的なポストで活躍されました。自身も少年時代から
野球に打ち込んでおり、広島大学時代にはエースとして、明治
神宮大会出場の実績した実績があります。現在もクラブの野球
同好会の主要メンバーとして活躍中です。

今年度のクラブ運営方針は、「連携の輪を拡げよう、未来に
向けて」とし、クラブを先頭に立って力強く引っ張っていただ
いています。今年度の広島北ロータリークラブにご期待くださ
い。

広島北RC

荒本 徹哉会長

連携の達人

当クラブ初の女性会長。一見すると、凛とした表情と歯
切れのよい話しぶりに、「少し近寄り難い」と感じる人も
いるかもしれません。しかし、それは第一印象に過ぎません。

お酒が入れば会場に豪快な笑い声が響き、ほろ酔いどき
になると、斬新なアイデアが次々と飛び出します。そのイ
ンスピレーションを、仲間を巻き込みながら形にしていく
姿は、まさに天性のプロデューサーです。

小児科医として地域の子どもたちに寄り添いながら取り
組む子ども食堂や、地元の行政・企業・市民と連携して開
催する子ども向けイベント「かねこキッズまつり」は、そ
の発想力と行動力の結晶です。

クラブ内では、運営方針に「不易流行／温故知新」を掲
げ、経験豊かなパストガバナーを親睦委員長に据える大胆
な人事で、周囲を驚かせました。年度初めから多くの新入
会員を迎え、クラブには新しい風も吹いています。

人を惹きつけ、ともに汗をかき、より良い明日へとつな
いでいく。それが、当クラブが誇る会長です。

宇部西RC

金子 淳子会長

天性のプロデューサー

我が長門ロータリークラブの内野会長は、司法書士とし
て地域から厚い信頼を寄せられている方です。クラブでは
誠実かつ冷静沈着な存在で、的確な判断力を発揮されてい
ます。

一方で、ひとたび肩の力を抜けば、気さくで親しみやす
い兄貴分でもあります。車、バイク、釣り、キャンプなど
多趣味で、お酒の席では先輩後輩を問わず相手の話に耳を
傾けてくださり、会員にとっては話しやすく、頼れる存在
です。

その柔軟性と誠実なリーダーシップで、長門ロータリー
クラブをより魅力あるクラブへと導いてくださることを確
信しています。

長門RC

内野 昭貴会長

頼れる兄貴分

宇部東RC 幹事　大谷 志成

宇部西RC 幹事　竹内 雅彦

広島北RC 幹事　森　直基

長門RC 幹事　市川 恭平
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我がクラブの会長さん

小田 茂会長

ロータリアンの改革を目指す！
若きリーダー！！

芥川 貴久爾会長

地域とともに 仲間とともに

美祢RC

美祢RC 幹事　椋木 和彦

宇部RC 幹事　大谷 英治

宇部RC

仲間が笑顔で集まる人柄！

萩東RC 幹事　金　史一

阿武 周平会長

萩東RC

２０２６- ２７年度、宇部ロータリークラブの会長を務
めるのは、宇部市議会議員として活躍されている芥川貴久
爾さんです。

日頃から地域の声に耳を傾け、まちの将来を考えて行動
されている芥川会長。その姿勢はロータリー活動において
も変わらず、会員一人ひとりとの対話を大切にしながら、
持ち前の行動力でクラブを牽引されています。

例会では親しみやすい雰囲気をつくりながらも、締める
ところはしっかり締める。そのバランス感覚は芥川会長な
らではの魅力です。長い歴史と伝統を持つ宇部ロータリー
クラブの良さを大切にしつつ、新しい時代に合ったクラブ
のあり方にも目を向けています。
「地域とともに歩むロータリー」を体現する芥川会長の

もと、会員みんなで楽しみながら、実りある一年にしてい
きたいと思います。

我がクラブの阿武会長は、クラブのメンバーと楽しい時

間を過ごすことが大好きで、仲間意識がとても強い方です。

阿武会長は誰とでも仲良くなれます。でも物申すことは

遠慮なく指摘することもできる自分の意見をしっかりと

持った会長です。

小田会長が掲げられたスローガンは、「一心」～和と絆を力に、
地域に響くインパクトを～　です。

会長は美祢ロータリークラブの中でも若手で、行動力、発言
力、アイデア力に優れた方です。

かつて青年会議所 ( ＪＣ ) の一員として、青年経済人の高い
志『修練』『奉仕』『友情』の三信条のもと『明るい豊かな社会』
の実現を目指す活動も経験されております。

またバランス感覚にも優れており、他のクラブで問題として
抱えている、ベテラン会員と若手会員の溝の解消に向けても積
極的に取り組んでおられます。

しっかりと意見を聞き、自分の考えもわかりやすく伝え、一
人ひとりが納得した中で次の活動を進めていく良い雰囲気のク
ラブとなっています。会員増強にも力を注がれ、年々若手メン
バーが加入してきています。新たな活動にも取り組み、変化が
感じられてきています。停滞期であった我がクラブも、スロー
ガンどおりメンバーが心を一つにして活動できる土台ができつ
つあり、今後は力強く前進できると確信しております。

各クラブの幹事の皆さまには、当初、度重なる文字数変
更のお願いによりご迷惑をおかけしたにもかかわらず、ご
対応いただき誠にありがとうございました。どの原稿から
も各クラブの雰囲気が伝わり、楽しく拝読いたしました。
文章の校正につきましては、委員会にて AI も活用しなが
ら、できる限り客観的な視点で整えたつもりではございま
すが、ご意向に沿わない点がございましたら、何卒ご容赦
いただければ幸いです。すべてのクラブの幹事の皆さまに
ご協力いただきましたこと、心より感謝申し上げます。今
後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

「我がクラブの会長さん」の原稿執筆のお礼

国際ロータリー２７１０地区
２０２６-２７年度　ガバナー月信委員会

委員長　網本 昭輝（宇部西RC）



14

【今月の表紙】

Governor's Monthly Letter



15ガバナー月信



16

【今月の表紙】

Governor's Monthly Letter




